
図３－３１／国立大学等施設・ライフラインの抱える問題点（その２）

○施設の老朽化により、安全面・機能面両面で様々な事故・不具合が発生。特に、整備後25年を超えると長期の利用停止に
つながる事故の発生が増加。

○経年による施設の機能陳腐化等により、本来行いたい教育研究活動ができていない事例がある。

基幹設備（ライフライン）及び建物部材等の経年と事故発生件数の関係
（H16～）

出典：文部科学省調べ
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※ 1事例につき、複数の教育研究活動ができ
ない要因が記載されている場合は重複して
集計。

■教育研究上支障のとなっている内容の具体例

①経年による施設機能の陳腐化

• 電気容量が不足、大型実験機器を入れることができない。
• 外部建具の気密性が低く、精度の高い測定に影響。

②建物形状による制約

• オープンラボを確保したいが、柱、耐震壁が細かいピッチで入ってい
るため、大部屋 にできない

• 床の耐荷重不足のため、研究に必要な実験機器が導入不可能。
• 度重なる増築や、耐震壁により、ワークショップ等のできる大きな空
間を確保できない。

③大学の戦略による用途変更

• 理・医・薬・工・農が連携して、生物
の多様性と生命の基本原理の研究
を行うため、全学共用スペースを確
保し教育研究の拠点とする計画があ
る。

• 物理工学系の研究棟として整備され
た建物に、化学系分野の研究室が
多く配置されることとなったが、建物
や設備が化学系の実験に対応して
いないことや、実験排水の処理能力
が無いことから、実験の制約がある。

④その他
• キャンパス整備において駐車場が優
先されてきたことにより、緑地及び空
間が減少 し、学生が集える屋外空間
が陳腐化している。 63



64

図３－３２／諸外国の研究ネットワークとの回線速度の比較

出典：文部科学省 学術情報委員会「審議まとめ」（平成26年８月）
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○SINETの合計回線速度(40×2Gbps)は、欧州、米国、中国の単線の回線速度（100Gbps）より低い。



図３－３３／大学・独法における外部共用のための取組の実施状況

○産学独法に対する幅広い共用取組を進めている研究者等の割合は17%。一方、全く効果的利用のための取組を実施してい
ない研究者等の割合は30％。

(N=337)
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産学独法といった利用者の属性を問わず、
広く共用の取組を進めている。

大学間における共用取組を実施している。

一部の組織（研究室や研究部局、研究センター間など）
の間で連携し、施設や機器の共有化を図っている。

進めていない

その他

※「大学や独法に所属し、研究室等において研究施設や機器を所有している研究者、または管理している方」を対象とした設問。
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出典：科学技術政策研究所「大学の研究施設・機器の共用化に関する提案 ～大学研究者の所属研究室以外の研究施設・
機器利用状況調査～」 DISCUSSION PAPER No.85（平成24年8月）




